
25
日
に
開
か
れ
た
閉
会
本
会
議
で
、
２
０
１
０

年
度
公
営
・
準
公
営
決
算
案
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
高
速
鉄
道

事
業
、
下
水
道
事
業
会
計
は
認
定
、
他
は
反
対

し
ま
し
た
。
党
市
議
団
は
、
「
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
条
例
案
」
「
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
案
」

を
提
出
、
維
新
、
公
明
、
自
民
、
み
ら
い
の
多

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
年
金
受
給
資

格
の
短
縮
等
の
意
見
書
案
４
本
を
提
案
し
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
の
井

上
浩
議
員
は
、
「
本

決
算
に
現
れ
て
い
る

の
は
、
住
吉
市
民
病

院

の
公
的
機
能
の
切

り
捨
て
、
市
民
の
貴

重
な
バ
ス
路
線
の
縮

小
、
中
央
卸
売
市
場

の
仲
卸
業
者
の
窮
状

に
は
、
何
の
手
も
打

た
な
い
な
ど
市
民
に

冷
た
い
姿
」
と
厳
し

く
批
判
。
そ
し
て
、

「
そ
の
一
方
で
、
破

綻
し
た
ベ
イ
エ
リ

ア
開
発
な
ど
相
も

変
わ
ら
ず
関
西
財

界
言
い
な
り
の
開

発
路
線
を
す
す
め
て

い
る
」
と
指
摘
し
、

公
営
企
業
の
「
公
共

の
福
祉
」
の
役
割
を

投
げ
捨
て
て
き
た
と

強
調
し
ま
し
た
。

「
公
共
の
福
祉
」
の
役
割
投
げ
捨
て
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
る
冷
た
い
姿
勢

市
民
病
院
事
業
、
自
動
車
運
送
事
業
、

中
央
卸
売
市
場
事
業
会
計
等
の
決
算
認
定
に
反
対

井
上
議
員
は
、
三

つ
の
角
度
か
ら
追
及
。

一
つ
に
は
「
高
齢
化

が
一
番
顕
著
で
診
療

科
目
数
比
率
が
も
っ

と
も
低
い
の
が
南
部

医
療
圏
」
と
指
摘
し
、

市
が
強
弁
す
る
量
的

充
足
の
根
拠
を
崩
し

ま
し
た
。
二
つ
目
に

「
地
域
の
高
齢
化
の

影
響
で
需
要
は
か
な

り
あ
る
」
「
住
之
江

区
に
は
精
神
科
が
ほ

と
ん
ど
な
い
」
な
ど

の
現
役
医
師
の
心
配

事
を
紹
介
し
、
「
機

能
的
な
充
足
の
具
体

的
検
証
が
な
い
」
と

非

難

。

最

後

に

、

「
差
し
迫
る
大
規
模

災
害
に
対
し
、
被
害

想
定
が
甘
い
」

と
の
べ
「
公

的
医
療
機
関

が
果
た
す
べ
き
災
害

医
療
へ
の
認
識
の
欠

如
」
と
厳
し
く
批
判

し
ま
し
た
。

井

上

議

員

は

、

「
患
者
さ
ん
と
地
域

住
民
が
切
実
に
求
め

て
い
る
の
は
、
総
合

病
院
機
能
の

堅
持
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

住
吉
市
民
病
院
の
小
児
・
周
産
期
へ
の
特
化
で

総
合
病
院
機
能
切
り
捨
て

反対討論

井
上
議
員
は
、
交

通
局
の
「
あ
ら
た
な

中
期
経
営
の
策
定
指

針
案
」
の
「
お
客
様

に

選

ば

れ

続

け

る

『
３
つ
の
挑
戦
』
」

に
つ
い
て
、
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
と
た
だ
し
ま
し
た
。

井
上
議
員
は
、
赤

バ
ス
は
検
証
期
間
す

ぎ
れ
ば
基
準
を
超
え

て
い
な
い
路
線
は
廃

止
、
一
般
バ
ス
路
線

も
路
線
や
便
数
を
削

減
す
る
方
向
が
明
確

と
指
摘
し
、
「
環
境

の
向
上
、
ま
ち
づ
く

り
、
生
き
甲
斐
づ
く

り
に
寄
与
す
る
バ
ス

事
業
は
、
採
算
性
ば

か
り
に
目
を
奪
わ
れ

る
の
で
は
な
く
」
と

強
調
し
「
一
般
会
計

か
ら
の
補
助
を
拡
大

す
べ
き
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
削
減
す

る
血
も
涙
も
な
い
姿

勢
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
認
定
反
対
の
討
論

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
、

採
算
優
先
で
は
、
利
用
者
離
れ
拡
大

赤
バ
ス
の
廃
止
、
一
般
バ
ス
の
便
数
削
減

25
日
閉
会
本
会
議

に
日
本
共
産
党
市
会

議
員
団
は
、
２
つ
の

条
例
案
、
４
つ
の
意

見
書
案
を
提
出
し
ま

し
た
。

こ
は
ら
孝
志
議
員

は
、
「
中
小
企
業
振

興
基
本
条
例
案
」
の

提
案
説
明
で
、
「
大

阪
の
中
小
企
業
の
七

割
が
小
規
模
企
業
者
・

家
族
経
営
が
占
め
て

い
る
」
と
強
調
し
、

こ
の
条
例
案
が
「
多

様
な
中
小
企
業
等
の

成
長
・
発
展
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模

企
業
者
・
家
族
経
営

者
が
活
発
に
活
動
で

き
る
環
境
づ
く
り
や

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
提
出
の

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
案
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
条
例
案

※「エネルギー政策の見直しを求める
意見書」（共同提案で可決）

※「無年金者・低年金者に対する制度
改善と救済措置を求める意見書」
（可決）

維新・公明。自民・みらいの多数で
否決された意見書

◆「子ども・子育て新システムの基本
制度案要綱の撤回求める意見書案」

◆「庶民増税に頼らず復興を求める意
見書案」

党議員団が提出した意見書案

井上浩議員

市
内
中
小
業
者
の
７
割
が

小
規
模
企
業
者
と
家
族
経
営

大
阪
市
会
速
報
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Ｈ ２０ Ｈ ４７ Ｈ２０ Ｈ４７ Ｈ ２０ Ｈ ４７ Ｈ ２０ Ｈ ４７
64 9 ,8 9 9 5 6 5 ,0 8 6 4 5 8 ,2 9 7 4 0 5 ,4 0 6 6 8 6 ,8 7 8 6 1 6 ,6 0 7 8 5 7 ,0 2 5 6 6 6 ,0 3 6

総数 総数 総数 総数

内科 73 1 .1 2 3 1 .2 9 2 6 3 1 .3 7 5 1 .5 5 4 9 2 1 .3 3 9 1 .4 9 2 6 8 0 .7 9 3 1 .0 2 1
神経内科 12 0 .1 8 5 0 .2 1 2 1 0 0 .2 1 8 0 .2 4 7 1 3 0 .1 8 9 0 .2 1 1 9 0 .1 0 5 0 .1 3 5
循環器科 30 0 .4 6 2 0 .5 3 1 2 5 0 .5 4 5 0 .6 1 7 4 3 0 .6 2 6 0 .6 9 7 2 7 0 .3 1 5 0 .4 0 5
呼吸器科 18 0 .2 7 7 0 .3 1 9 1 3 0 .2 8 4 0 .3 2 1 2 1 0 .3 0 6 0 .3 4 1 2 1 0 .2 4 5 0 .3 1 5
消化器科 51 0 .7 8 5 0 .9 0 3 3 1 0 .6 7 6 0 .7 6 5 6 0 0 .8 7 4 0 .9 7 3 4 2 0 .4 9 0 0 .6 3 1
心療内科 3 0 .0 4 6 0 .0 5 3 4 0 .0 8 7 0 .0 9 9 7 0 .1 0 2 0 .1 1 4 2 0 .0 2 3 0 .0 3 0
外科 52 0 .8 0 0 0 .9 2 0 4 2 0 .9 1 6 1 .0 3 6 8 7 1 .2 6 7 1 .4 1 1 5 4 0 .6 3 0 0 .8 1 1
整形外科 30 0 .4 6 2 0 .5 3 1 2 5 0 .5 4 5 0 .6 1 7 4 5 0 .6 5 5 0 .7 3 0 3 4 0 .3 9 7 0 .5 1 0
形成外科 15 0 .2 3 1 0 .2 6 5 1 1 0 .2 4 0 0 .2 7 1 1 3 0 .1 8 9 0 .2 1 1 8 0 .0 9 3 0 .1 2 0
脳神経外科 19 0 .2 9 2 0 .3 3 6 1 5 0 .3 2 7 0 .3 7 0 2 0 0 .2 9 1 0 .3 2 4 1 3 0 .1 5 2 0 .1 9 5
心臓血管外科 8 0 .1 2 3 0 .1 4 2 1 0 .0 2 2 0 .0 2 5 1 0 0 .1 4 6 0 .1 6 2 8 0 .0 9 3 0 .1 2 0
呼吸器外科 6 0 .0 9 2 0 .1 0 6 2 0 .0 4 4 0 .0 4 9 7 0 .1 0 2 0 .1 1 4 2 0 .0 2 3 0 .0 3 0
皮膚科 21 0 .3 2 3 0 .3 7 2 1 7 0 .3 7 1 0 .4 1 9 2 4 0 .3 4 9 0 .3 8 9 1 8 0 .2 1 0 0 .2 7 0
アレルギー科 9 0 .1 3 8 0 .1 5 9 1 0 .0 2 2 0 .0 2 5 3 0 .0 4 4 0 .0 4 9 2 0 .0 2 3 0 .0 3 0
泌尿器科 17 0 .2 6 2 0 .3 0 1 1 3 0 .2 8 4 0 .3 2 1 2 3 0 .3 3 5 0 .3 7 3 1 8 0 .2 1 0 0 .2 7 0
小児科 33 0 .5 0 8 0 .5 8 4 1 4 0 .3 0 5 0 .3 4 5 2 5 0 .3 6 4 0 .4 0 5 1 7 0 .1 9 8 0 .2 5 5
産婦人科 15 0 .2 3 1 0 .2 6 5 9 0 .1 9 6 0 .2 2 2 1 7 0 .2 4 7 0 .2 7 6 1 0 0 .1 1 7 0 .1 5 0
精神科 15 0 .2 3 1 0 .2 6 5 7 0 .1 5 3 0 .1 7 3 1 4 0 .2 0 4 0 .2 2 7 1 2 0 .1 4 0 0 .1 8 0
リウマ チ科 9 0 .1 3 8 0 .1 5 9 7 0 .1 5 3 0 .1 7 3 8 0 .1 1 6 0 .1 3 0 1 2 0 .1 4 0 0 .1 8 0
眼科 12 0 .1 8 5 0 .2 1 2 1 1 0 .2 4 0 0 .2 7 1 1 5 0 .2 1 8 0 .2 4 3 8 0 .0 9 3 0 .1 2 0
耳鼻咽喉科 12 0 .1 8 5 0 .2 1 2 8 0 .1 7 5 0 .1 9 7 1 3 0 .1 8 9 0 .2 1 1 9 0 .1 0 5 0 .1 3 5
放射線科 31 0 .4 7 7 0 .5 4 9 3 2 0 .6 9 8 0 .7 8 9 5 2 0 .7 5 7 0 .8 4 3 3 3 0 .3 8 5 0 .4 9 5
麻酔科 21 0 .3 2 3 0 .3 7 2 1 6 0 .3 4 9 0 .3 9 5 2 1 0 .3 0 6 0 .3 4 1 1 6 0 .1 8 7 0 .2 4 0
リハビリ科 28 0 .4 3 1 0 .4 9 5 2 9 0 .6 3 3 0 .7 1 5 4 7 0 .6 8 4 0 .7 6 2 3 5 0 .4 0 8 0 .5 2 5
歯科 14 0 .2 1 5 0 .2 4 8 8 0 .1 7 5 0 .1 9 7 2 2 0 .3 2 0 0 .3 5 7 7 0 .0 8 2 0 .1 0 5

東 　部 南 　部

人口 （人 ）

対 １万人
診療科数

診療科

基本保健医療圏 基本保健医療圏 基本保健医療圏

西　部
医療圏

４基本保健医療圏の人口対１万人診療科別施設数の平成２０年 ・平成 ４７年比較

診療科数
対１万人

診療科数
対１万人

北 　部

基本保健医療圏

診療科数
対１万人

【
表
面
の
続
き
】

そ
の
基
盤
と
な
る
地

域
の
活
性
化
が
重
要

で
あ
る
」
こ
と
を
指

摘
し
、
「
元
気
な
中

小
企
業
等
は
、
豊
か

で
住
み
や
す
い
大
阪

市
づ
く
り
の
原
動
力

と
な
る
」
と
強
調
。

そ
の
た
め
に
は
、
大

阪
市
の
中
小
企
業
振

興
と
地
域
の
活
性
化

は
、
共
通
課
題
と
の

べ
、
「
市
政
の
重
要

施
策
と
し
て
中
小
企

業
等
の
振
興
を
位
置

づ
け
る
必
要
が
あ
る
」

と
条
例
案
の
可
決
を

求
め
ま
し
た
。

４
回
目
の
提
案
と

な
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
条
例
案
」
に

つ
い
て
、
小
川
陽
太

議
員
は
、
「
昨
年
か

ら
倍
以
上
、
急
速
な

伸
び
で
、
４
０
都
道

府
県
３
３
０
市
町
村

に
ま
で
広
が
り
、
経

済
効
果
の
成
果
・
実

績
は
、
充
分
証
明
さ

れ
て
い
る
」
と
強
調

し
採
択
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

２
つ
の
条
例
案
は
、

維
新
、
公
明
、
自
民
、

み
ら
い
の
多
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
効
果
は
実
証
済
み

40
都
道
府
県

330
自
治
体
に

岩崎議員は、維新の

会提案の「乳

幼児等医療費

助成条例案」

賛成討論で、

わが党議員団

は２４回提案

をしてきた。

今回、一部自

己負担金は残

るものの所得

制限撤廃を盛

り込んでいる

ことから、市

民にとっては、

一歩前進すると強調し

て賛成。しかし、公明、

自民、みらいの多数で

否決されました。

「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
案
」

岩
崎
け
ん
た
議
員
が
賛
成
討
論

小
児
・
周
産
期
機
能
と
と
も
に
総
合
病
院
機
能
存
続
で

地
元
・
住
民
か
ら
支
持
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
を

北
山
議
員
が
要
求

建て替え後の

住吉市民病院

日
本
共
産
党
の
北

山
良
三
議
員
は
10
月

19
日
開
か
れ
た
民
生

保
健
委
員
会
で
、
市

民
７
８
４
１
人
が
託

し
た
「
住
吉
市
民
病

院
の
機
能
維
持
に
関

す
る
請
願
」
を
と
り

あ
げ
ま
し
た
。

北
山
議
員
は
、
大

阪
市
が
建
て
替
で
だ

さ
れ
た
「
基
礎
調
査

報
告
書
」
を
示
し
て

「
現
在
、
市
内
の
４

医
療
圏
で
診
療
科
が

も
っ
と
も
少
な
い
地

域
で
あ
る
が
、
25
年

後
も
最
低
ラ
ン
ク
」

と
指
摘
し
、
大
阪
市

が
小
児
・
周
産
期
医

療
へ
の
特
化
理
由
と

し
て
い
る
「
医
療
の

量
的
充
足
論
」
に
反

論
し
ま
し
た
。

北
山
議
員
は
、
府
・

市
防
災
計
画
の
な
か

で
の
市
民
病
院
の
位

置
づ
け
や
役
割
を
示

し
、
「
市
町
村
の
医

療
拠
点
と
し
て
患
者

受
け
入
れ
や
災
害
拠

点
病
院
等
と
連
携
し

て
患
者
受
け
入
れ
の

調
整
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
」
と
強

調
し
、
防
災
強
化
が

叫
ば
れ
い
る
時
に
後

退
さ
せ
る
計
画
で
い

い
の
か
と

き
び
し
く

批
判
し
ま

し
た
。

南
部
医
療
圏
は

現
在
も
未
来
も
医
療
不
足

医
薬
品
備
蓄
、
後
方
医
療
体
制
の
整
備
等
々

大
阪
市
地
域
防
災
計
画
の
医
療
拠
点
と
し
て
後
退
さ
せ
る
「
特
化
」
計
画

七
八
四
一
名
が
託
し
た
請
願
署
名
の
重
さ
を
受
け
止
め
よ

一
般
総
合
診
療
機
能
を
な
く
す
、
ベ
ッ
ト
を
減
ら
す
な
ど
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い

北
山
議
員
は
、
住

之
江
区
の
地
元
選
出

府
・
市
議
ら
で
構
成

す
る
「
地
域
整
備
懇

話
会
」
が
「
病
床
削

減
や
機
能
面
の
充
実

を
求
め
、
地
域
医
療

の
拠
点
と
し
て
の
観

点
も
踏
ま
え
検
討
を
」

と
要
望
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
、
「
市

民
病
院
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
市
民
の
み

な
さ
ん
の
声
を
お
聞

き
に
な
る
立
場
は
お

持
ち
で
し
ょ
う
か
」

と
市
長
に
迫
り
ま
し

た
。北

山

議

員

は

、

「
一
般
総
合
診
療
機

能
と
い
う
も
の
は
、

今
あ
る
も
の
を
な
く

す
、
ま
し
て
や
ベ
ッ

ト
を
減
ら
す
。
市
民

の
立
場
か
ら
到
底
認

め
ら
れ
な
い
。
短
期

間
で
７
８
４
１
名
の

署
名
を
重
く
受
け
止

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

と
強
く
要
望
し
ま
し

た
。

北
山
良
三
議
員
提
出
資
料
よ
り


